
あなたと町を結ぶ広報

2012　DECEMBER

平成24年12月  No.563
毎月1回1日発行

今月の表紙 

成長を感じて（11月16日・浪江小 学習成果発表会）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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浪江町表彰式
祝成人式
住民説明会
なみえの“しゃべり場”・集まっ会
衆議院議員選挙
お知らせ・学校だより
まちの話題
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧・空間放射線量測定結果
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特
別
功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

善
行
表
彰 （

敬
称
略
）

浪江町功労者表彰式
文化の日の11月３日、２年ぶりとなる第40回浪江町功労者

表彰式が二本松御苑（二本松市）で行われ、町政振興に貢献

された功労者や震災以来物心両面からご支援いただいた個人・

団体等が晴れの表彰式に臨みました。

町長から表彰状と記念品を伝達した後、受章者代表の佐川

安彦さんが謝辞を述べられました。

受章者は次のとおりです。
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と　き 2013年1月13日（日）
安達文化ホール
（二本松市役所安達支所内）

受付10時　開式11時

問　教育委員会生涯学習係　　　0243－62－0304TEL

ところ祝 成人式
成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。

成人とは、大人として社会的責任を負う節目を意味する大切なときです。

町では、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福しています。

はたちの旅立ち
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浪江町および関係省庁では、10月に策定した浪江町
復興計画（第一次）ならびに国の賠償基準の考え方、
区域の見直し等について、住民説明会を開催しました。
町民の皆さまに、説明会の概要について報告します。

浪江町住民説明会浪江町住民説明会
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浪江町および関係省庁では、浪江町および関係省庁では、1010月に策定した浪江町月に策定した浪江町
復興計画（第一次）ならびに国の賠償基準の考え方復興計画（第一次）ならびに国の賠償基準の考え方、
区域の見直し等について、住民説明会を開催しました区域の見直し等について、住民説明会を開催しました。
町民の皆さまに、説明会の概要について報告します。町民の皆さまに、説明会の概要について報告します。

浪江町および関係省庁では、10月に策定した浪江町
復興計画（第一次）ならびに国の賠償基準の考え方、
区域の見直し等について、住民説明会を開催しました。
町民の皆さまに、説明会の概要について報告します。

浪江町住民説明会浪江町住民説明会浪江町住民説明会浪江町住民説明会浪江町住民説明会
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今月の“しゃべり場”

　二本松市内で町民同士の交流の場を開放します。
浪江町民であれば県内、県外、借上げ住宅、仮
設住宅に関係なくどなたでも参加できます。
 皆さまのご参加をお待ちしています。
※事前申し込みが必要です。

　■日時　12月12日（水）　16時～18時
　■会場　二本松市市民交流センター
　　　　　１階　多目的室
 　　　　（二本松市本町２丁目３番地１）
 　　　　　※ＪＲ二本松駅から徒歩５分

　内　容
今月は、料理教室を開催します。
味の素㈱さんの「どこでもキッチーン」がやってきます。
 参加費　無料
　準備物　エプロン、三角巾
　申し込み方法　電話でお申し込みください。
 申し込み期限　12月11日（火）
 ※定員（30名）になり次第締め切ります。
　駐車場　有料立体駐車場有り
※会場駐車場に限りがありますので、車の相乗りや公
共交通機関をご利用ください。

 実施団体　ＮＰＯ法人まちづくりＮＰＯ新町なみえ
 ※この事業は、町から委託を受けて実施しています。

“集まっ会”
あつ かい 　・　 NPO法人まちづくりNPO新町なみえ

　080－2800－1634　※対応時間　９時～16時

△
△
△
△
△

△
△

主催　NPO法人まちづくりNPO新町なみえ・浪江町
　生活支援課避難生活支援係　　0243－62－0305

な
みえ 同じ浪江町民同士、みんなで集い、語り合う場、共感し合う場、

理解し合う場、励まし合う場、笑いあう場、さまざまな場として“しゃ

べり場”を開催しています。「これから一緒に何かしましょうよ！」「今

こんなことに困ってない？」など、皆さんの“今”を共有しましょう。

昼食の注文のため、事前申し込みが必要となる場合がありますの

でご注意ください。

みなさまのご参加をお待ちしています。

“しゃべり場”
のな

みえ
～集まれ！ 浪江のなかま～
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滞在地（避難先）での不在者投票
　避難などで遠方へ行かれている方は、滞
在地（避難先）で不在者投票ができます。
 手続きが遅くなると投票できなくなりま
すので、不在者投票の用紙の請求は早めに
しましょう。

①投票用紙等を請求する　
 ※請求は12月４日以前でもできますので、
お早めに。

 「選挙のお知らせ」に同封されている「不
在者投票請求書兼宣誓書」に必要事項を記
入し、「不在者投票請求返信用封筒」に入
れて、郵送してください（メールやＦＡＸ
での請求はできません）。
注）不在者投票の誤請求を防ぐため、避難
先が投票所設置市町村およびその近隣
市町村の方には、「不在者投票請求書兼
宣誓書」を同封していません。必要な
方は、選挙管理委員会までご連絡くだ
さい。

②投票用紙等を受け取る
 郵送されてきた封筒（投票用紙、投票用
封筒（内封筒と外封筒）、不在者投票証明
書）を受け取ってください。
※不在者投票証明書が入った封筒は絶対に
開封しないでください。開封すると投
票できなくなります。
※自宅等で投票用紙に記載しないでください。

③滞在地（避難先）の市区町村で投票する
 受け取った封筒を持参して滞在地（避難
先）の市区町村選挙管理委員会で投票して
ください。
 受付時間、場所および土・日曜日の受付
の有無は、投票される最寄りの選挙管理委
員会にご確認ください。

請求・投票の流れ
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浪江町選挙管理委員会
0243－62－0128

12月16日は、衆議院議員総選挙および最高裁判所

裁判官国民審査の投票日です。

この選挙は、私たちの意見や要望の声を国政に反

映させるための代表者を選ぶ大切な選挙です。

棄権しないで投票しましょう。

衆議院議員総選挙および
最高裁判所裁判官国民審査の投票日です

12月16日（日）

選挙に関する問い合わせ
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学校だよだより学校だより vol.3

請戸小学校　校長 新井川 　　0243－62－0301

請戸小学校「元気だった会」〜みんなの心をつないで〜

● ●

3.11東日本大震災、そして原発事故避難

から１年８カ月余りが経過しました。

この間、故郷を追われ、離ればなれになっ

た子どもたちや保護者の皆さんの心をつな

いでいきたいという思いで、請戸小学校再

会の集い「元気だった会」を開催してきま

した。第１回目は、平成23年12月23日、福

島県農業総合センターを会場に行いました。

開場時刻前からたくさんの皆さんが集まり、

ロビー等で避難以来の再会を喜び合う姿に、

胸が詰まりました。開会式では初対面とな

る校長のあいさつにもしっかりと耳を傾け、

全体ゲームで心身の緊張をほぐすことがで

きました。また、学年集会では、元担任の

先生を中心に級友と楽しい時間を過ごし、

９カ月間の距離が一気に縮まったような気

がしました。この日はクリスマス寒波が心

配されていましたが、この会が終了するま

では、天も味方をしてくれたようです。「ま

た来年会いましょう。」と笑顔で別れること

ができました。

平成24年８月25日、郡山少年湖畔の村で

「元気だった会 Part２」を行いました。夏

休み終盤での実施にもかかわらず、多くの皆さ

んの参加を得て、思い出多い一日を過ごすこと

ができました。午前中は、縦割り班でチーム対

抗ゲーム大会を行い、気持ちの良い汗を流しま

した。ゲームの締めくくりは、お父さんたちの

綱引き大会です。その迫力ある引き合いに、会

場が大いに沸き上がりました。お昼はお母さん

たちが作ってくれた愛情たっぷりのカレーライス。

「おいしい！」と大絶賛でした。午後は、湖水浴

や砂遊びで猪苗代湖の夏を満喫し、請戸の海岸

とオーバーラップしたのではないでしょうか。

子どもたちの喜ぶ顔を想像して、この会を企画・

準備してきた教職員にとっても最高の一日でした。

閉会式の最後に、子どもたちからのサプライズ

が…。感謝の気持ちを込めて歌ってくれた子ど

もたちの成長を肌で感じ、目頭が熱くなりました。

参加できなかった皆さんからもメッセージをい

ただき、学校便りで紹介しています。

これからもみんなで手を携え、心をつないで

いきましょう。
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学校だより

● ●



消防団だより

ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

大堀小

10月28日、浪江中学校（二本松市）で秋桜祭が

開催されました。

当日は、他校で学んでいる浪江中の生徒や地域

の方々も集まり、各学年の総合学習の発表や地区

で１位に輝いた英語弁論大会の発表、全校生徒に

よるよさこいなどが行われました。たくさんの

方々からのご支援を受け、笑顔あふれる文化祭と

なりました。

秋 桜 祭

11月16日、浪江小学校（二本松市）で学

習成果発表会が開かれました。

発表会では、歌や合奏、全校劇などで日

ごろの学習の成果が発表され、子どもたち

の成長を感じることのできる素晴らしい発

表会となりました。

成長感じる発表会

11月７日、赤十字広報特使の藤原紀香さんが、日本赤十字

社と日本赤十字看護大学の看護師・保健師が実施している

「いわき市内に避難している浪江町民の健康調査」に参加

し、翌日その報告と町の現状を聞くため、役場を訪れまし

た。藤原さんは、震災後被災地を訪問し、「こころのケア」

の活動等に取り組まれています。

この日、旧平石小学校仮設住宅も併せて訪問し、住民の皆

さんと一緒にストレッチ体操をするなど交流を深めました。

こころのケアを
福島介護福祉専門学校（二本松市）の有志の皆さんのボラ

ンティア団体「ふくかいねっと」による「いも煮会」が郭内

公園仮設住宅（二本松市）で行われました。

約50名が参加し、体を動かしながら楽しいひと時を過ごし

ました。

「ふくかいねっと」の皆さんは、昨年10月から定期的に同

仮設住宅で活動されており、介護予防や茶話会などの交流に

取り組まれています。

楽しくいも煮会

ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました
前
司
昭
一
さ
ん
（
立
野
）

か
ら
浪
江
町
の
画
家
・
桝
田

隆
一
さ
ん
の
絵
画
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
鳴
の
風
景
が
描
か
れ
た

絵
は
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

M
inoru M

usic C
om
pany

様
（
代
表
取
締
役
　泉
　
実
さ

ん
）
か
ら
い
っ
こ
く
堂
ラ
イ

ブ
で
の
売
り
上
げ
の
一
部
と

タ
レ
ン
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
の

義
援
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

ありがとう
ございました

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
変わった話題などの情報を募集しています。

 0243－62－4731

消防団だより

ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

大堀小

岡山県高梁市の皆さんからの応援メッセージが書かれた短

冊が届けられました。

このメッセージは、年１回、七夕の時期に開催される童謡

フェスティバルの来場者の皆さんからいただいたものです。

復興への願いが込められた短冊は、陶芸の杜おおぼり二本

松工房（二本松市）に掲示されています。

＊同市からは、昨年度から震災支援として市役所職員を派遣

していただいており、継続的にさまざまな支援をいただい

ています。

短冊に願いを込めて

10月27日、28日の２日間、郡山市と会津若松市で地域

伝統芸能全国大会福島大会ふるさとの祭り2012が開催され

ました。

メイン会場となる郡山市民文化センターで記念式典が行

われ、請戸芸能保存会が地域伝統芸能特別賞を受賞し、

「請戸の田植踊」を披露しました。

また、郡山駅前エリア会場では、室原郷土芸能保存会に

よる「室原の田植踊」が披露され、地域の絆をつなぐ伝承

活動を再び立ち上げました。

ふるさとの祭り2012

10月19日、本宮市総合体育館で本宮市社会福祉協議会と浪

江町社会福祉協議会の共催よるふれあいレクリエーション大

会が開催されました。

本宮市内に避難する町民約200名が参加し、各仮設住宅や

借り上げ住宅、本宮ボランティアのチームに分かれ、玉入れ

やリレー、仮装大賞等で競い合いました。優勝は小田部仮設

住宅でした。

ふれあい
　　レクリエーション大会

ありがとうございました

10月31日をもって浪江町消防団の紺野榮重団長が退団され

たことにより、佐々木保彦さんが団長に就任し、11月１日に

辞令が交付されました。

佐々木団長は「まだまだ厳しい避難生活が続きますが、町

民のためにできることをしていきます。」と決意を話されま

した。

浪江町消防団長就任

ありがとう
ございました

�������������������
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問合せ
申込み
電　話
ファックス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243－24－1431
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おめでとうございます
10月20日、21日の２日間、福岡県北九州市でＢ－１グラン

プリin北九州が開催されました。

昨年に引き続き、浪江焼麺太国「なみえ焼そば」が出場

し、見事４位入賞を果たしました。

会場では、裸参りの再現や大堀相馬焼の制作も披露し浪江

町をＰＲするとともに、災害を風化させないようふるさとの

現状を訴えかけました。

第６回福島県市町村対抗軟式野球大会で浪江町代表チーム

が第３位となりました。

練習が少ない中、町民に元気を届けたいとチーム一丸と

なって大会に挑み手にした３位に、多くの町民が勇気づけら

れました。

ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
に

優　勝　安波様チーム
（愛沢　崇、荒川正輝、佐藤経明、
　遠藤千恵子、山田英子）　（敬称略）

優　勝　浪江クラブ（今泉ひろみ、今野智子、前田悦子、
山田千尋、藤田和子、川田和佳子、森山奈美、
坂本ナンティカーン、島　美奈子）

準優勝　POWER‘S　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

10
月
21
日
、
二
本
松
市
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で

町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
家
ら
25
名
が
集
ま
り
、
仲
間

と
の
再
会
を
喜
び
な
が
ら
元
気
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

11
月
10
日
、
白
沢
体
育
館
（
本
宮

市
）
で
町
長
杯
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
６
チ
ー
ム
70
名
が
参
加
し
、
久

し
ぶ
り
の
仲
間
と
の
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

地域の安全守ります
10月17日、会津風雅堂（会津若松市）で第33回全国地域安全運動県民大会が開催され、防

犯功労団体として、浪江地区防犯指導隊（隊長　君島勝見さん）が県警本部長・県防犯協会

連合会長表彰を受賞しました。また、特別功労団体として、桑折駅前応急仮設住宅防犯協力

会（会長　居村敏さん）と

二本松市内の仮設住宅の

方々で組織されるなみえ安

全安心パトロール隊（隊長

　高橋政雄さん）が県警本

部長・県防犯協会連合会長

表彰を受賞しました。

今回受賞された皆さん

は、定期的に仮設住宅内の

パトロールを行うなど安全

安心の環境づくりに取り組

んでいます。
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会は、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第18号」への
感想をお寄せください。

● 第18号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243－22－4218
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【れんらく帳掲載イメージ】

浪江　太郎
秋桜　花子
赤松　次郎
浪江　　心

氏名

幾世橋
酒　井
加　倉
５　区

行政区

0243-62-0123
080-××××-△△△△
090-××××-△△△△

電話番号

964-0984

○○○-□□□□

郵便番号

福島県二本松市北トロミ573
■■県●●市

■■県●●郡▲▲町

避難先住所

氏名と行政区以外の掲載は「電話番号と住所の一部だけ」「電話番
号のみ」「住所のみ」など自由に組み合わせることができます。

3月頃月頃
配布予定配布予定
3月頃
配布予定
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浪江のこころ通信

泉田　尚男さん・恭子さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：11月15日

孫たちの将来に期待し、
自分たちの暮らしを楽しみたい

千葉県

■
尚
男
さ
ん
の
お
話

３
月
11
日
、
地
震
が
起
き
た
と
き
、

私
は
海
ま
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て

い
ま
し
た
。
妻
は
、
近
所
の
人
か
ら

「
海
の
近
く
で
見
か
け
た
」
と
教
え

ら
れ
、
と
て
も
心
配
し
た
と
言
い
ま

す
。
急
い
で
自
宅
に
帰
り
、
家
族
と

一
緒
に
近
く
の
警
察
署
の
上
階
に
避

難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
息
子
夫
婦

と
孫
た
ち
の
６
人
で
、
千
葉
市
に
い

る
親
戚
を
頼
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
着
の

身
着
の
ま
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。
い
っ

た
ん
、
親
戚
の
家
に
世
話
に
な
り
、

嫁
と
孫
た
ち
は
徳
島
の
嫁
の
実
家
に
、

私
た
ち
夫
婦
と
息
子
は
３
月
24
日
に
、

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
居
し
ま
し
た
。

私
は
、
中
学
か
ら
大
学
ま
で
東
京

で
暮
ら
し
、
就
職
し
て
か
ら
は
転
勤

の
連
続
で
、
数
十
回
も
の
転
居
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
福
島
県
職
を

定
年
退
職
し
て
10
年
。
近
く
の
海
や

山
へ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
な

ど
、
悠
々
自
適
な
生
活
で
し
た
。
こ

こ
に
来
て
半
年
ほ
ど
は
、
気
持
ち
が

落
ち
込
ん
で
何
も
す
る
気
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
食
べ
る
も
の
も
お
い

し
く
な
く
、
痩
せ
る
ほ
ど
で
し
た
。

で
も
、
妻
の
が
ん
ば
り
や
孫
の
成
長

を
見
る
中
で
、
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
ば
か

り
い
て
は
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
近
く

に
は
、
公
園
や
「
花
の
美
術
館
」
な

ど
の
施
設
が
あ
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
む
日
々
で
す
。
周
辺
は
緑
や
花

が
多
く
、
整
備
さ
れ
た
街
並
み
で
す

が
、
自
然
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
と
き
ど
き
妻
と
一

緒
に
旅
行
に
出
か
け
、
山
歩
き
も
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

■
恭
子
さ
ん
の
お
話

私
は
、
浪
江
町
で
薬
局
を
営
ん
で

い
ま
し
た
。
薬
局
の
お
客
さ
ま
は
、

ほ
と
ん
ど
が
顔
見
知
り
で
、
会
話
を

楽
し
み
な
が
ら
商
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
息
子
夫
婦
も
跡
を
継
い
で
く
れ
、

仕
事
も
家
庭
生
活
も
安
定
し
て
い
ま

し
た
。
震
災
後
、
４
回
、
一
時
帰
宅

を
し
ま
し
た
が
、
最
後
に
行
っ
た
と

き
に
は
、
家
の
荒
れ
よ
う
が
ひ
ど
く
、

つ
ら
く
て
家
の
中
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

千
葉
で
の
暮
ら
し
は
便
利
で
す
が
、

浪
江
と
の
違
い
を
感
じ
る
場
面
も
多

く
あ
り
ま
す
。
以
前
の
暮
ら
し
で
は
、

家
に
鍵
を
か
け
る
こ
と
な
ど
、
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に

来
て
か
ら
も
、
夏
に
は
、
玄
関
の
ド

ア
を
開
け
て
風
を
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
親
戚
や
宅
急
便
の
配
達
の
人
に
、

物
騒
だ
か
ら
と
助
言
を
受
け
、
最
近

で
は
、
家
に
い
る
と
き
で
も
、
鍵
を

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
水
や

食
べ
物
の
味
も
違
い
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
並
ぶ
魚
に
は
、
手
が
出
ま

せ
ん
で
し
た
。
先
日
、
震
災
後
、
初

め
て
お
刺
身
を
買
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

無
い
も
の
ね
だ
り
を
し
て
い
て
も
仕

方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
諦
め
る
こ
と
も

し
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。

今
、
息
子
夫
婦
は
、
国
分
寺
に
住

み
、
薬
局
開
局
の
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
１
年
生
と
３
年
生
の
孫

た
ち
の
成
長
も
楽
し
み
で
す
。
私
た

ち
も
、
来
年
春
に
は
国
分
寺
市
に
引
っ

越
し
、
薬
局
経
営
を
手
伝
う
予
定
で

す
。
震
災
で
失
く
し
た
も
の
は
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
い
つ
ま

で
も
後
ろ
を
向
い
て
ば
か
り
で
は
生

き
て
い
け
ま
せ
ん
。
孫
た
ち
の
将
来

に
期
待
し
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を

楽
し
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。

泉田さんご夫婦は、震災後、千葉市に避難。
来年春には、国分寺市での再スタートを決め
ました。

�������������������

渡辺　理恵さん（権現堂）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　中島
取材日：11月12日

たくさんの人に支えられ、
４人の子どもたちから元気をもらって

■
引
越
し
に
次
ぐ
引
越
し

震
災
後
は
一
旦
、
私
の
実
家
の
南

相
馬
市
原
町
に
避
難
し
、
原
発
事
故

の
後
、
福
島
市
の
知
り
合
い
宅
に
身

を
寄
せ
ま
し
た
。
で
も
長
く
居
て
は

ご
迷
惑
に
な
る
の
で
、
３
月
後
半
か

ら
う
ち
の
家
族
と
義
父
母
は
群
馬
県

片
品
村
に
、
そ
し
て
私
の
両
親
は
埼

玉
県
へ
と
別
々
に
避
難
し
た
ん
で
す
。

先
の
見
え
な
い
不
安
な
毎
日
で
し
た

が
、
片
品
村
で
は
地
域
ぐ
る
み
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
何
か
ら
何

ま
で
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
。
子

ど
も
の
学
校
の
手
配
や
ご
飯
の
世
話
、

ラ
ン
ド
セ
ル
や
衣
類
ま
で
揃
え
て
く

だ
さ
っ
た
り
。
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。

宿
泊
先
は
、
初
め
の
１
カ
月
く
ら

い
は
７
、
８
軒
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
民

宿
を
転
々
と
し
ま
し
た
が
、
後
の
４

カ
月
は
１
軒
の
民
宿
に
落
ち
着
き
ま

し
た
。
民
宿
の
女
将
さ
ん
が
た
ま
た

ま
私
と
同
年
代
で
話
も
合
い
ま
し
た

し
、
と
て
も
面
倒
見
の
い
い
方
で
。

そ
の
ご
一
家
と
は
、
私
た
ち
が
仙
台

に
引
っ
越
し
て
か
ら
も
泊
ま
り
に
行
っ

た
り
来
て
い
た
だ
い
た
り
、
家
族
ぐ

る
み
で
仲
良
く
し
て
い
る
ん
で
す
。

仙
台
で
も
、
子
ど
も
の
学
校
の
お

母
さ
ん
や
近
所
の
方
か
ら
な
に
か
と

親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

震
災
と
い
う
大
き
な
不
幸
が
な
け
れ

ば
こ
の
方
た
ち
と
会
う
こ
と
は
な
か
っ

た
、
ご
縁
っ
て
不
思
議
だ
な
と
思
い

ま
す
。
　

浪
江
で
親
し
く
し
て
い
た
友
人
は

避
難
先
が
ば
ら
ば
ら
で
、
寂
し
く
て

た
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

携
帯
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

■
思
い
出
を
胸
に
、
明
日
へ

避
難
生
活
で
一
番
辛
い
の
は
、
な

れ
な
い
土
地
で
何
も
す
る
こ
と
が
な

い
こ
と
。
片
品
村
で
も
初
め
は
ご
厄

介
に
な
る
ば
か
り
で
心
苦
し
か
っ
た

ん
で
す
が
、
夏
場
、
民
宿
の
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
点
、
仙
台
は
専
門

学
校
時
代
に
毎
日
通
っ
た
馴
染
み
の

あ
る
街
で
す
し
、
子
育
て
に
追
わ
れ

て
い
る
と
月
日
が
経
つ
の
が
あ
っ
と

い
う
間
で
す
ね
。
長
女
の
ま
ど
か
は

中
１
、
次
女
の
悠
夏
は
小
５
、
３
女

の
萌
々
華
は
小
２
、
末
娘
の
凜
花
は

２
歳
に
な
り
ま
し
た
。

上
の
３
人
は
震
災
後
、
片
品
、
仙

台
と
小
学
校
を
２
回
転
校
し
ま
し
た
。

「
浪
江
に
帰
り
た
い
」
と
涙
ぐ
む
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

は
順
応
性
が
高
い
の
が
救
い
で
す
。

今
、
上
の
お
姉
ち
ゃ
ん
２
人
は
部
活

に
夢
中
。
悠
夏
は
ピ
ア
ノ
も
習
い
始

め
ま
し
た
。
萌
々
華
は
学
校
か
ら
帰

る
な
り
お
友
だ
ち
と
遊
び
に
行
っ
ち
ゃ

う
元
気
な
子
で
す
が
、
最
近
は
学
習

塾
に
行
き
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
状
況
な
の
で
、
本
人
が
や

り
た
い
こ
と
は
や
ら
せ
て
あ
げ
た
い

ね
と
主
人
と
話
し
て
い
ま
す
。

浪
江
で
生
ま
れ
育
っ
た
娘
た
ち
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
故
郷
の
記
憶
そ
の

も
の
。
み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
十
日
市

の
お
祭
り
や
お
花
見
な
ど
、
思
い
出

は
何
も
の
に
も
代
え
ら
れ
な
い
宝
物

で
す
。
娘
た
ち
と
と
も
に
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
浪
江
の
家
に
あ
る
ア
ル
バ
ム
は
、

一
時
帰
宅
で
き
る
と
き
、
な
ん
と
し

て
も
持
ち
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

南相馬市、福島市、群馬県片品村と、避難先を転々とした渡辺理恵さん。昨年
８月からは、ご主人と４人の娘さんの６人家族で仙台市の借り上げ住宅で暮らし
ています。避難先では多くの人に支えられ、うれしい出会いもあったとか。度重
なる引越し、転校を余儀なくされたお子さんも、それぞれたくましく成長。ふる
さと・浪江での思い出を心の糧に、「毎日、頑張っています！」。

▲「懐かしい浪江の皆さん、またお会いしたいです。」と渡
辺さん。次女・悠夏ちゃん、末娘・凜花ちゃんと一緒に。

宮城県

も

も

か

り
ん

か

ゆ
う

か
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浪江のこころ通信

舘内　　進さん・那奈さん（西台）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会アミル　柴田
取材日：11月11日

消防団の皆さん、行きつけのお店「ブラカイ」で
また楽しく飲める日を楽しみにしています

浪
江
町
で
米
屋
を
営
ん
で
い
ま
し

た
の
で
、
３
月
11
日
地
震
が
起
き
た

と
き
は
、
倉
庫
で
米
の
配
達
の
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
ご
と
じ
ゃ

な
い
大
き
な
長
い
揺
れ
に
驚
き
、
店

に
戻
り
ま
し
た
。
店
の
中
は
、
階
段

が
外
れ
て
、
お
店
の
入
口
も
ガ
ラ
ス

が
す
べ
て
割
れ
、
壁
に
び
ひ
も
入
っ

て
い
る
と
て
も
ひ
ど
い
状
態
で
し
た
。

妻
は
、
海
が
近
い
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

に
勤
務
し
て
い
て
、
回
っ
て
き
て
く

れ
た
警
察
の
方
に
「
津
波
が
来
る
の

で
、
避
難
し
な
い
と
飲
み
込
ま
れ
る
」

と
言
わ
れ
、
従
業
員
の
方
と
山
の
方

へ
避
難
し
無
事
で
し
た
。
私
の
所
で

も
「
津
波
だ
か
ら
逃
げ
ろ
」
と
言
わ

れ
、
す
ぐ
私
の
両
親
と
祖
母
と
私
の

４
人
で
、
車
で
逃
げ
ま
し
た
。
１
日

は
、
自
宅
で
過
ご
し
ま
し
た
が
、
余

震
が
ひ
ど
く
寝
た
か
ど
う
か
覚
え
て

い
な
い
く
ら
い
で
す
。
そ
の
後
、
何

カ
所
か
避
難
所
を
転
々
と
し
、
両
親

か
ら
「
先
に
逃
げ
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
妻
の
実
家
が
あ
る
山
形
県
に
２

人
で
避
難
し
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が

な
か
っ
た
の
で
す
が
な
ん
と
か
仙
台

ま
で
避
難
し
、
そ
の
後
山
形
の
父
が

迎
え
に
き
て
く
れ
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
３
カ
月
ほ
ど
実
家
で

生
活
さ
せ
て
も
ら
い
、
借
り
上
げ
住

宅
が
見
つ
か
り
今
は
山
形
市
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

仕
事
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
方

や
お
客
さ
ん
も
で
す
が
、
仲
が
い
い

人
ほ
ど
、
お
互
い
つ
ら
い
状
況
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
す
ぐ
に
連

絡
は
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
手
も

大
変
な
状
況
、
大
丈
夫
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
今
も
連

絡
を
で
き
な
い
方
も
多
い
で
す
。

こ
ち
ら
で
は
車
で
職
場
に
通
っ
て

い
ま
す
が
、
山
形
の
雪
の
多
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。
浪
江
町
は
積
も
ら
な

か
っ
た
の
で
、
冬
タ
イ
ヤ
も
は
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
運
転

は
怖
い
で
す
ね
。
休
み
の
日
は
、
宮

城
県
に
避
難
し
て
い
る
両
親
に
長
男

を
見
せ
に
行
き
、
家
族
の
時
間
を
大

切
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
ま
す
。

自
営
業
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
地
元
の

消
防
団
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

い
ろ
ん
な
団
体
の
仲
間
か
ら
浪
江
町

の
情
報
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

自
分
の
父
か
ら
手
続
き
な
ど
の
情
報

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
、
こ
れ
ま

で
の
つ
な
が
り
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。浪

江
で
は
、
海
が
近
か
っ
た
の
で

何
か
あ
る
と
「
海
」
で
し
た
。
夏
は

海
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
海
ま
で
走
っ
た
り
、

き
れ
い
な
海
を
思
い
出
し
ま
す
。
今

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い

つ
か
放
射
能
な
ど
何
も
影
響
が
な
く

な
っ
た
と
し
た
ら
、
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
思
い
出
の
場
所
・
浪
江
町
を

子
ど
も
に
見
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
の
み
ん
な
と
震
災
以
来
会

え
な
く
な
り
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
み
ん
な
で
飲
め
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
！

2010年７月に結婚し、西台地区で暮らして
いた舘内さんご夫妻。浪江町ではお米屋「舘内
商店」を営んでいました。今年７月に長男・夢
斗くん（４カ月）が生まれ、山形市内の借り上
げ住宅に家族３人で暮らしています。

ゆめ

と

山形県

▲左：那奈さん、右：進さん
 長男・夢斗くんはサンタの服をきてパチリ！
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原田　鶴次さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会アミル　齋藤・柴田
取材日：11月９日

浪江の皆さん、元気で暮らしています

地
震
の
後
は
ま
ず
、
中
学
校
に
避

難
し
ま
し
た
。
余
震
が
怖
く
て
家
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
朝
起
き
た
ら

原
発
が
爆
発
す
る
か
ら
と
言
わ
れ
、

す
ぐ
に
町
か
ら
避
難
し
ま
し
た
。
ま

ず
は
、
透
析
を
受
け
ら
れ
る
病
院
を

探
し
に
行
く
こ
と
が
先
決
と
考
え
、

町
の
皆
さ
ん
が
避
難
し
た
津
島
で
は

な
く
、
原
町
の
病
院
に
向
か
い
ま
し

た
。
で
す
が
、
患
者
さ
ん
が
い
っ
ぱ

い
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
福
島

市
や
川
俣
町
の
病
院
な
ど
何
件
か
回
っ

た
の
で
す
が
、
ど
こ
で
も
も
と
も
と

利
用
し
て
い
た
患
者
さ
ん
で
手
い
っ

ぱ
い
の
よ
う
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
な
か
っ

た
の
で
車
の
暖
房
も
つ
け
な
い
で
、

妻
と
病
院
を
探
し
ま
し
た
。
探
し
て

い
る
途
中
で
山
形
県
高
畠
町
に
嫁
い

だ
娘
と
連
絡
が
と
れ
、
病
院
を
探
し

て
く
れ
、
う
ま
く
空
き
が
あ
っ
た
こ

ち
ら
の
病
院
で
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、

避
難
か
ら
４
日
目
に
透
析
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
透
析
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
心
臓
に
負
担
が

か
か
り
命
も
危
な
く
な
る
の
で
、
こ

こ
で
も
だ
め
だ
っ
た
ら
と
死
を
覚
悟

し
ま
し
た
。
本
当
に
大
変
で
し
た
。

今
は
、
一
日
お
き
に
歩
い
て
病
院
に

通
っ
て
お
り
、
だ
い
ぶ
落
ち
着
き
ま

し
た
。

こ
ち
ら
に
避
難
し
て
い
る
浪
江
町

の
方
が
何
世
帯
か
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
避
難
者
交
流
会
で
お
会
い
し
た

方
も
い
て
、
浪
江
の
人
と
話
を
す
る

だ
け
で
も
違
う
と
思
い
ま
し
た
。
避

難
が
長
期
的
に
な
る
よ
う
な
ら
、
町

の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
が
な
く
な
ら

な
い
よ
う
、
連
絡
手
段
が
あ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
透
析
の
仲
間
も
１

０
０
名
ほ
ど
い
た
の
で
、
皆
さ
ん
大

丈
夫
だ
っ
た
か
心
配
で
す
。
震
災
時
、

福
島
県
内
で
は
透
析
が
受
け
ら
れ
ず
、

関
東
方
面
に
行
っ
た
仲
間
が
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
緊
急
時
、
時
間

に
猶
予
が
な
い
病
人
が
安
心
で
き
る

仕
組
み
や
対
策
が
あ
れ
ば
と
感
じ
ま

し
た
。

娘
は
ぶ
ど
う
、
ラ
フ
ラ
ン
ス
、
米

を
つ
く
る
農
家
に
嫁
い
だ
の
で
仕
事

も
忙
し
い
よ
う
で
す
が
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
来
て
く
れ
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

孫
が
小
学
校
の
帰
り
に
遊
び
に
寄
る

こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
。
浪
江
に
い

た
こ
ろ
は
、
毎
年
夏
に
遊
び
に
来
て
、

海
へ
遊
び
に
連
れ
て
い
っ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
思
う
と
、

浪
江
は
海
あ
り
、
山
あ
り
、
川
あ
り

で
、
食
べ
物
も
お
い
し
く
、
住
ん
で

最
高
の
場
所
で
し
た
。
こ
ち
ら
で
は

高
畠
町
の
福
祉
課
の
職
員
の
方
が
月

に
３
回
ほ
ど
訪
ね
て
く
だ
さ
り
、
避

難
者
の
交
流
会
の
案
内
や
町
の
情
報

を
届
け
て
く
れ
ま
す
。
町
内
の
方
も
、

畑
で
作
っ
た
野
菜
を
く
だ
さ
っ
た
り
、

雪
は
き
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
山

形
の
皆
さ
ん
は
親
切
で
温
か
く
不
便

な
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

浪
江
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
は
元
気

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
会

う
こ
と
、
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
す
が
、
体
を
大
切
に
し
て

お
互
い
に
頑
張
っ
て
暮
ら
し
ま
し
ょ

う
。

原田さんご夫妻は、山形県高畠町の借り上げアパートで生活しています。鶴次
さんは腎臓の病気を持っているため、現在も１日おきに透析を受けています。避
難翌日から、透析を受けられる病院を探し福島県内を転々とし、避難から４日目、
高畠町の病院で無事透析を受けることができたそうです。

▲左：鶴次さん　右：節子さん　
 近くに住む３人のお孫さんと会うのが何より楽しみ！

山形県
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浪江のこころ通信

鴨川美江子さん（川添）
取材者：元気玉プロジェクト　棚木
取材日：11月16日

新たな仲間とともに趣味を楽しむ

浪
江
町
で
は
保
険
の
セ
ー
ル
ス
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
、
忙
し
い
な
が

ら
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
震
災
の
あ
っ
た
日
も
、
い

つ
も
の
よ
う
に
浪
江
中
学
校
近
く
の

道
路
を
車
で
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

突
然
襲
っ
た
大
き
な
揺
れ
に
、
な
ん

と
か
車
を
路
肩
に
停
め
る
の
が
精
一

杯
で
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
な
が
ら
こ

の
ま
ま
横
転
し
て
し
ま
う
の
で
は
と

思
っ
た
ほ
ど
で
す
。
激
し
い
揺
れ
に

家
の
瓦
屋
根
が
一
気
に
滑
り
落
ち
て

い
く
様
子
や
、
波
打
つ
よ
う
に
歪
ん

だ
道
路
を
子
ど
も
た
ち
が
一
目
散
に

走
っ
て
い
く
姿
が
、
今
で
も
は
っ
き

り
と
思
い
起
さ
れ
ま
す
。

地
割
れ
で
段
差
が
で
き
た
道
路
を

車
で
越
え
て
よ
う
や
く
戻
っ
た
自
宅

は
、
家
中
に
倒
れ
た
家
具
や
荷
物
が

散
乱
し
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
状
態
で

し
た
。
余
震
で
家
が
倒
壊
す
る
心
配

も
あ
っ
た
た
め
車
の
中
で
一
晩
を
過

ご
し
ま
し
た
。

翌
日
、
テ
レ
ビ
で
原
発
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
主
人
に
促
さ
れ
、

6
尾
村
の
親
戚
宅
に
犬
２
匹
を
つ
れ

て
避
難
。
そ
の
後
も
伊
達
市
、
二
本

松
市
、
裏
磐
梯
と
転
々
と
避
難
移
動

は
続
き
、
昨
年
８
月
中
旬
に
会
津
若

松
市
で
家
族
３
人
の
新
た
な
暮
ら
し

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
浪
江
町
で
勤
め

て
い
た
会
社
の
営
業
所
か
ら
、
会
津

若
松
市
の
営
業
所
に
移
籍
す
る
こ
と

が
で
き
、
仕
事
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
親
し
く
し
て
い
た
だ

い
た
多
く
の
顧
客
の
皆
さ
ん
と
、
ま

た
お
会
い
し
て
話
が
で
き
る
の
は
本

当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
住
む
場
所

は
遠
く
な
っ
て
も
、
心
の
き
ず
な
は

し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ

な
と
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

避
難
し
た
こ
と
で
周
囲
に
知
り
合

い
が
誰
も
い
な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
写
真
店
を
訪
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
写
真
愛
好

家
の
集
う
『
秀
明
会
』
に
入
会
し
ま

し
た
。
写
真
撮
影
の
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

温
か
く
迎
え
て
く
れ
、
一
緒
に
撮
影

旅
行
に
出
か
け
た
り
と
、
新
し
い
友

人
と
の
交
流
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
ま

す
。
10
月
に
開
催
さ
れ
た
展
示
発
表

会
に
は
初
め
て
出
品
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
撮
影
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た

私
の
大
き
な
目
標
は
「
人
の
心
に
感

動
が
生
ま
れ
る
一
枚
を
撮
る
こ
と
」

で
す
。
浪
江
町
で
の
思
い
出
は
心
の

ア
ル
バ
ム
に
大
切
に
残
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
悔
い
を
残
さ
な

い
よ
う
、
楽
し
く
充
実
し
た
毎
日
に

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現在は、会津若松市のアパートでご主人や息
子さんと３人で暮らしている鴨川さん。今の暮
らしを大切に、新しい友人との交流や趣味を楽
しみながら、笑顔で過ごしていきたいと考えて
いらっしゃいます。

▲今年10月に催された秀明会作品展の出品作とともに。

福島県

お詫びと訂正
 
「浪江のこころ通信第17号」に
誤りがありました。お詫びして
訂正いたします。

26頁　

（誤）半谷千代子さん（酒田）

（正）半谷千代子さん（権現堂）
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伊藤　暢秀さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：11月15日

浪江の人に会うたびに
「健康との戦いですよ」と励ましています

■
地
震
当
日
の
こ
と
は
あ
ま
り
思
い

出
し
た
く
な
い
で
す
ね

そ
の
日
は
車
検
が
済
ん
だ
車
を
引

き
取
る
た
め
、
南
相
馬
市
に
来
て
い

ま
し
た
。
午
後
２
時
40
分
こ
ろ
に
強

い
揺
れ
を
感
じ
、
午
後
２
時
46
分
の

と
き
に
は
さ
す
が
に
立
っ
て
い
ら
な

い
ほ
ど
で
し
た
。
結
局
代
車
で
帰
路

を
急
ぎ
ま
し
た
が
国
道
６
号
は
す
で

に
渋
滞
が
始
ま
っ
て
お
り
、
ラ
ジ
オ

か
ら
は
小
名
浜
に
津
波
が
到
来
予
想

の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
、
浜
街
道
な

ら
と
向
か
い
ま
し
た
が
小
高
で
橋
が

倒
壊
し
渡
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
後
続
の
車
に
戻
る

よ
う
に
声
を
か
け
な
が
ら
国
道
６
号

に
引
き
返
し
、
会
社
ま
で
帰
り
ま
し

た
。社

員
と
の
連
絡
後
、
帰
宅
し
ま
し

た
が
家
に
は
入
れ
ず
、
近
所
の
４
家

族
と
妻
が
日
ご
ろ
お
世
話
を
し
て
い

た
お
年
寄
り
と
と
も
に
、
毛
布
を
抱

え
て
町
の
ホ
テ
ル
に
避
難
し
ま
し
た
。

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、
パ
ト
カ
ー

や
消
防
車
が
行
き
交
っ
て
い
ま
し
た

が
、
原
発
の
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
ど
も
は
食
料
品
卸
の
会
社
で
し

た
の
で
、
社
長
の
発
案
で
サ
ラ
ダ
や

プ
リ
ン
な
ど
を
請
戸
の
方
の
避
難
所

に
差
し
入
れ
し
よ
う
と
、
役
場
に
掛

け
合
っ
て
軽
ト
ラ
３
台
で
取
り
に
来

て
も
ら
い
ま
し
た
。

■
浪
江
が
天
国
な
ら
、
避
難
生
活
は

地
獄
で
し
た

翌
朝
、
会
社
の
片
付
け
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
近
所
か
ら
原
発
の
こ
と

を
初
め
て
聞
か
さ
れ
、
私
た
ち
夫
婦

は
お
世
話
を
し
て
い
た
お
年
寄
り
を

連
れ
て
10
㎞
圏
外
の
小
高
の
親
戚
を

頼
り
ま
し
た
。
夜
に
は
避
難
命
令
が

20
㎞
圏
と
な
り
、
原
町
の
石
神
第
一

小
学
校
で
３
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

同
行
の
お
年
寄
り
は
家
族
に
引
き
取

り
を
頼
み
、
私
た
ち
は
岩
沼
の
息
子

の
所
で
２
カ
月
近
く
世
話
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
間
、
町
や
県
の
情
報

は
ま
っ
た
く
な
く
、
二
本
松
市
の
仮

役
場
ま
で
何
度
も
足
を
運
び
ま
し
た
。

少
し
で
も
町
の
人
た
ち
が
い
る
所

へ
と
思
い
、
岳
温
泉
へ
行
き
ま
し
た

が
妻
が
体
調
を
崩
し
、
次
の
裏
磐
梯
・

北
塩
原
村
「
赤
べ
こ
」
で
よ
う
や
く

気
力
と
健
康
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

周
辺
に
は
同
級
生
も
何
人
か
お
り
、

声
を
掛
け
合
っ
て
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

■
家
族
や
地
域
が
バ
ラ
バ
ラ
に
。

こ
の
絆
は
取
り
戻
せ
る
の
で
し
ょ

う
か

現
在
、
自
治
会
長
を
務
め
て
い
ま

す
が
、
浪
江
へ
の
帰
還
を
巡
っ
て
多

く
の
家
族
の
意
見
が
対
立
し
、
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
電
の
補

償
も
不
透
明
で
す
。
町
の
復
興
計
画

は
で
き
ま
し
た
が
、
ど
の
地
区
で
ど

の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
等
が
進
む
の
か
、

も
っ
と
具
体
的
に
伝
え
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
が
見
え
る
よ
う

で
、
何
も
見
え
な
い
の
で
す
。

浪
江
町
民
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
か

ら
が
本
番
で
し
ょ
う
。
自
治
会
同
士

の
連
絡
会
「
福
島
市
な
み
え
会
」
は
、

福
島
市
や
伊
達
郡
な
ど
約
３
０
０
世

帯
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
暮

ら
し
の
立
て
直
し
を
と
も
に
考
え
た

い
で
す
ね
。
必
ず
絆
は
取
り
戻
し
ま

す
。

福島市内の借上げ住宅で奥さまと二人暮らしをされています。
この住まいを見つけるために、２次避難先の裏磐梯から福島市に
通い、およそ20件は見て歩いたそうです。この集合住宅には幼な
じみも一緒に入居し、その方々と力を合わせて「福島市春日町借
上げ住宅浪江会」を立ち上げ、会長として抱え切れないほどのさ
まざまな問題や課題と日々奮闘されています。

▲「一人暮らしの方の通院や交流会へ
出かける“足”の確保がうまくでき
ないものかと常々思っています。」と
おっしゃる伊藤さん

福島県
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